
●�オミクロン株対応ワクチン接種の接種間隔が�
５カ月から３カ月に短縮

　接種間隔３カ月での予約を、11月1日㈫８時30分か
ら受け付けます。

対象 ２回以上ワクチンを接種した12歳以
上の人

接種時期 前回接種（２・３・４回目接種）完了日
から３カ月後の同日から接種可能

接種期間 来年１月29日㈰まで

予約方法

❶インターネット予約
 （24時間対応）
❷電話予約
 （全日８時30分～17時15分）
　市ワクチン接種専用ダイヤル
　☎０５７０-０５６７-０２

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券は対象者に
薄桃色の封筒で送付済みです。

特設予約サポート会場を開設
　11月１日㈫・２日㈬に、各支所・市民サービスセン
ター・老人福祉センターなどで特設予約サ
ポート会場を開設します。詳しくは右記二
次元コードからご覧ください。

●�BA.4-5対応型ワクチン接種を開始します
　オミクロン株に対応した２価ワクチンは、ファイザー
とモデルナそれぞれでBA.1対応型とBA.4-5対応型
があります。いずれも1価の従来型ワクチンを上回る
効果や今後の変異株に対する効果が期待されます。
なるべく早く打てるいずれかのワクチンで接種を受け
てください。なお、本市では、11月７日㈪接種分から、
ファイザーをBA.4-5対応型ワクチンに切り替えます。
※ BA.4-5対応型ワクチン…現在感染の主流となってい

るオミクロン株のBA.4やBA.5に対応するワクチンで
す。なお、BA.1対応型とBA.4-5対応型に大きな違いは
ありません。

●�オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人で
初回（１・２回目）接種を受けていない人は年内
に接種を

　１・２回目接種で使用するワクチンは、従来型ワクチ
ン（ファイザー（従来型）、モデルナ（従来型）、ノババッ
クス）で、接種を受けられるのは市集団接種会場（総
合福祉会館）でのみです。
　オミクロン株対応ワクチン接種は、２回目接種完了
日から３カ月後の同日から接種できます。国が定める
ワクチン接種の実施期間は来年3月31日㈮までです。
オミクロン株対応ワクチン接種を希望する人は年内に
１・２回目接種を受けてください。

●�乳幼児のワクチン接種を開始しました
対象 生後６カ月から４歳までの人

接種回数 ３回

接種時期

１回目接種後、通常、３週間の間隔で
２回目を接種
２回目接種後、８週間以上の間隔で３
回目を接種
※ ３回接種には、最短でも約11週間かかり

ます。国が定めるワクチン接種の実施期
間内に3回接種を完了するために、接種
を希望する人は、来年１月13日㈮までに
１回目接種を受けてください。

予約方法 実施医療機関に電話予約

※ 予約・接種には接種券が必要です。接種券
は対象者に薄紫色の封筒で送付済みです。
実施医療機関など詳しくは本市ホームペー
ジをご覧ください。

接種費用

無料
（全額公費）

接種は

任意
です

新型コロナワクチン
オミクロン株対応ワクチン接種・
乳幼児接種のお知らせ

ワクチン接種に関する
最新情報はこちらから
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アーツ前橋で
写真をテーマにした
２つの企画展

講演や研究発表を実施
萩原朔太郎研究会研究例会

　11月19日㈯からアーツ前橋で企画展「朔太郎と写
真」と「潜在景色」を開催します。
時11月19日㈯～来年３月５日㈰

「朔太郎と写真」
　１階展示室の「朔太郎と
写真」展では、前橋文学館
を中心に開催中の「萩原
朔太郎大全２０２２」の参加
企画として、写真にも造詣
が深かった朔太郎が大正
から昭和にかけて前橋の
街を中心に撮影した写真を紹介。また、朔太郎が撮影
した場所を、文学館館長・萩原朔美が新たに撮影した
作品や、朔太郎に触発されて制作された吉増剛造さん
や木暮伸也さんの作品も紹介します。
●「朔太郎と写真」展関連イベント
❶関連トーク「詩人と写真」
　参加作家３人によるトークを実施します。
時来年１月21日㈯14時～16時
場前橋文学館
❷学芸員によるギャラリーツアー
時12月10日㈯・来年２月19日㈰、14時～15時
申以上の２つはアーツ前橋へ

　前橋文学館で萩原朔太郎研究会研究例会を開催。
詩人・文芸評論家・北川透さんによる講演「経験という
秘密‐詩と詩論（モダニズム詩）と萩原朔太郎」や大阪大
大学院・武久真士さん、ソルボンヌ大大学院・福島亮さ
んによる研究発表を実施します。当日オンラインでも

問 アーツ前橋　☎０２７-２３０-１１４４

問 前橋文学館　☎０２７-２３５-８０１１

「潜在景色」
　地下の展示室の「潜在
景色」展では、中堅写真
家たちによる２００点以
上の作品を紹介。市内を
中心に撮影された本展
初公開作品もあります。
写真をとおして前橋の
街の変遷や故郷への哀
愁、他者から見た新たな発見などが見えます。
￥一般６００円、学生・65歳以上・団体（10人以上）４００
円、高校生以下無料
●「潜在景色」展関連イベント
🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐🅐
時❶12月18日㈰❷来年２月25日㈯、14時～16時
参加作家＝❶は石塚元太良さん、西野壮平さん❷は
村越としやさん、鈴木のぞみさん
🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑
時❶12月3日㈯❷来年2月4日㈯、10時～16時
場❶はアーツ前橋周辺地域❷はアーツ前橋、アーツ
前橋周辺地域
講師・内容＝❶は下道基行さん・「見えない景色」❷は
鈴木のぞみさん・「潜在を可視化する」
🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒🅒
時 11月23日㈬・来年１月28日㈯・3月4日㈯、14時～
15時
🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓🅓
　話しながら作品を鑑賞します。
時12月17日㈯・来年１月21日㈯・２月18日㈯、14時～
14時40分
申以上の４つはアーツ前橋へ

配信します。詳しくは同研究
会のブログをご覧ください。
時12月３日㈯13時
対一般、先着50人
申12月２日㈮までに同館へ

萩原朔太郎《活動写真館通り》
大正時代
水と緑と詩のまち 前橋文学館提供

西野壮平
《利根川―前橋の街と赤城山》
２０２２年
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